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1、前回掲載資料の訂正 
はじめに、昨年の本誌前号に掲載の「用行義塾の基礎的
研究資料（その1)]（以下、「資料（その1)」と略す）に 
2つの誤りがあったので、お詫びして以下の通り訂正した
い． 
【訂正1 1 89頁右の下から3行目と5行目、及び90頁左
の上からB行目と 30行目にある「史料「★」」の「★」は、 
何の意味も持たない記号であった。「★」を、すぺて「二」 
に訂正する。「史料「ニ」」が正しい。 
【訂正2】 91頁以下の表の中にある「国府田先生御子息」 
の行に記した唯一の情報は 10月 15 日の箇所の記述で、そ
こには「★国府田御子息御宅へ戻」とあるのみである。そ
こに「先生」の文字はない。『袋井市史・史料編』所収の
元の史料でも確認した所、「国府田御子息御宅へ戻」が正
しく、やはり「先生」の文字はなかった。従って、この情
報は1つ下の行「国府田御子息」の所に記せばよい情報で
あり、そもそも「国府田先生御子息」という独立した項目
を立てる必要はなかった。筆者の誤認である。そこで、「国
府田先生御子息」の行の10月15日の箇所に記した記述は、 
1つ下の「国府田御子息」の行に移動し、その上で、「国
府田先生御子息」の行そのものを「表1」全部から削除す
る。 
2 掲載資料の解説 
本稿では「表 0 用行義塾塾生の出席状況及び日別情報
の一覧～特別の塾生・用務員」と「表 3 用行義塾塾生
の出席状況及び日別情報の一覧～普通の塾生①」の2つ
を掲載する。表を作るにあたって基にした「史料」とその
略記方法は、前号「資料（その1)」で詳述したものと同
じなので、ここでは説明を省く。 
まず「表2j について説明する。ここでいう「特別の塾
生」の意味は、①用行義塾の中で当番、当直の役割などを 
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担っていた塾生、②記録上で「様」等の敬称が付されてい
る等の特別な扱いがされている塾生、を指して筆者が便宜
的に付した呼称である。 
表 2に入れた8人のうち、渡辺猪十から中山聞タ m ま
での7人は東惰（入学金）、教授料（授業料〕を収めてい
るので明らかに塾生である。このうちの源三郎から仙三郎
までの5名は、当番または当直（その中身は不明だカりの
仕事をしていることが記録されている。そのため、その仕
事をしたことがない「普通の塾生」（表3・4に収録〕と
比ぺれば、特別の存在であることは明らかである。そのた
め、特別の塾生という枠を設けて彼らを区分することにし
た。 
残りの2名のうち、聞タには当番をしたという記録はな
い。また猪十も、通常、当番の者が置かれる先生の名の横
に名が記録されたことはある (8 月 13 日・17日がそれに
当る）が、明確に「当番」と記されたことはない。しかし、 
聞タと猪十は「様」等の敬称で記録に登場することがあり、 
この点で普通の塾生とは扱いが異なっている。それゆえ2 
人もこの枠に含めた。 
次に「用務員」であるが、これも筆者の呼称である。こ
れに該当するのは日向謹作のみである。彼は「先生」と記
録されたことはないので明らかに先生ではないし、また束
惰や教授料を納めた記録がないので塾生ではない可能性
が高い（2〕。逆に集めた教授料などの金銭を預かる業務を
したことがある（表 2の1月 2日の項目参照）。そこから
判断したのであろうか、『袋井市史・通史編』では彼のこ
とを「学校の世話係」と記している。ただし、『市史』に
は、そのように判断した根拠は記されていない。 
彼の仕事として史料から読み取れるものは、上記の金銭
の預かりがー度あった以外は、当番（8月 29 日が最初） 
を何度も担当していることである。当番や当直であるなら
ば中山源三郎以下も担当しているので、その点だけが根拠
であるならば、中山らも「学校の世話係」をしたと言える。 
しかし『市史』は中山らを世話係とは呼んでいなし、中山 
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ら特別な塾生と日向の仕事上の違いは、金銭の預かりをし
たか否かのみである。この違いは確かに看過できるもので
はない。塾生に塾の金銭を預けるのは不自然だからである。 
金銭を預かり得る立場であった日向は、塾生ではなく主に
学校の世話役をしていた人物であったと推測するのは妥
当であると思われる。「世話係」とした『市史』の推測を
筆者も支持する。ただし、今日でも学校の関係者の呼称と
して通用する「用務員」の方がより適切だと判断して、本
研究ではそのように位置づけることにした。 
以上の8 人について、史料からわかる情報を日別にまと
めたものが「表2j である。なお、この表から朋らかな通
り、同一人物でも名前の表記が幾通りも存在することがあ
る。今回筆者は、表2に示した名称の組み合わせで同一人
物と判定した。 
次に「表 3] は、「普通の塾生」のうちの 20 人分をまと
めたものである。この 20 人についても、名前の表記にか
なりのパリエーションがあり、同一人物であるか否かを推
測しながら集計作業を進めた。しかし、こちらでは依然と
して疑義が解消できないものが残った。それは「うた」で
ある。「うた」Q)2 人目の番号には括弧を付してある。同
一日に「うた」が 2つ記録されている日が1日だけ存在し
ており、史料の誤記でないとしたら「うた」は 2 人存在し
たことになる。しかし、本当に 2人存在していたのなら、 
「うた」が 2人記録された日が一度しかないのは不自然で
ある。そのため誤記の可能性もある。誤記の場合には、こ
の括弧付きの部分が削られ、表 3 の総数は 19 入になる。 
そのような留保があるという意味で括弧を付したことを、 
お断りしておく。 
本資料を基にした考察は別稿（本誌に来年掲載予定）に
譲る。以下、表の読み方に関する凡例を示した上で、資料
そのものを掲出する。 
(1)「聞タ」は何と読むのか判然としない。例えば、明治新
政府の参与を務め、その後、大臣を幾度も経験した政治家・
井上馨は、「馨」になる前の名は「聞多」（ぷんた）であっ
た。『市史・史料編」所収の活字化された史料には、中山聞
タは明らかに漢宇の「タ」が用いられている。本稿でもこ
れに従って漢字の「タ」で統一した。しかし、もしこれが
力タカナの「タ」を書き間違えたか、或は漢字の「多」の
略字として「タ」が用いられたと解釈するならば、中山「聞
タ」も「ぶんた」であった可能性がある。しかし、漢字の 
「タ」が本当に正しいとしたら、「聞タ」は何と読んだらよ
いのであろうカ、「ぶんゆう」や「ぶんせき」等と読めなく
はないが、当時の男子の名前として果たして妥当であろう
か。甚だ疑問である。 
(2〕ただし、史料に出てくる塾生の全てに東惰や教授料の
記録がある訳ではないので、その記録がないことだけで塾
生ではないと断定することは早計かもしれない。その意味
で、一応、日向も塾生である可能性はゼロではないことを
留保しておく。仮に塾生であったとしても、用行義塾より
すぐ後の明治初期には、全国の小学校で正規の教員の不足
を補うために、学生の中で優秀な者を仮の教員として仕事
をさせる制度（授業生〕が行われていたから、これと同じ
ように塾生でありながら用務員の仕事を勤める者があった 
としても不思議ではかい。しかし、日向がそういう立場で
あったか否かは断定材料がなく不明である． 
3一凡例（表2・表3共通） 
・「日付」と「備考」、「先生の存在」の欄については、前
号掲載の「資料（その1)] 所収の「表1」中の同―情
報を、そのまま転載したものである。それらに関する注
記も「表Iiの凡例を参照のこと。 
・人物に付した番号は人数を数える便宜のために付けたも
のである。複数の呼び名がある場合には、最多使用例の
箇所に付けた。「表 3」の「うた」の 2人目に付けた括
弧付きの番号は、既述の通り疑義が残ることを意味する。 
・0は史料「四」（以下、史料の番号とそれが意味するも
のについては「資料（その1〕」の凡例を参照のこと） 
からの情報で、特に注記がない限り、当該日の当番か出
席者名を記す箇所に名前があり、出席者と判断した者を
指す。 
・★は史料「二」、’は史料「三」、◆は史料「五」からの
情報であることを示す。 
・口は史料の記載通りで、判読できない文字を示す。 
「占」はすぺて「より」に直した。「廿」は「二十」に直
した場合がある。 
・塾生の年齢は、史料では漠数字であるが、普通の塾生に
ついては、これをアラビア数字に直した。 
・史料にはない「、」を付したり、適宜文宇を略したり、 
追加したり、また「同」に当たる内容を記すなどして、 
内容を変更しない範囲で読み易くした部分がある。 
・［ 】は小栗による補足または注記であることを示す。 
枠内に収めきれない情報は適宜「ふきだし」を用いて示
した。「ふきだし」で隠れている所には何も情報が無い
ことを確認した上で、これを配置している。 
・「天」「地」「人」の文字は、何らかの成績結果の記録で
あると推測される。その根拠等は次号別稿に記す。 
・日付部分に I中略】とある部分は、その間は何も情報が
なく、省略している期間であることを示す。 
・各表の末尾に史料別の登場回数を集計した値を示した。 
例えば「表 2] の一番上にあたる「謹作郎」では、［0 
計】に 17」とあるが、これは、0＝史料「四」から分
かる「謹作郎」の出席記録回数が 7回あることを示す。 
他の史料（★、●、◆・・・対応する史料は上記参照）では 
「謹作郎」に関する記載情報はゼロであったので、当該
欄には Fo」と記してある。なお、同欄に【】で「＋」 
付きの情報を書いている場合は、出席回数以外の情報が
他にあることを示す。 
・「表3」の末尾には、史料「四」の末尾に記されている
個人別出席総数（度数）の値を転記した。今回、小栗が
集計して独自に出した出席総数 (0印の部分の合計数＝ 
上記参照）と、ニれがほぼ合致することを確認できる。 
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表 2 用行義塾塾生の出席状況及び日別情報の一覧～特尉の塾生・用務員 
明治5年 7 月（旧暦〕 
朔日 2 日 3目 4 日 5 日 6目 1日 8 日 9 日 10日 11日 12日 13日 H日 i5日 l6日 17 日 l8日 】9日 
網考 ☆休日 ★休日 ☆休日 ★休日 女休日 
中先生の存在 
t安1よりI 
岡田 岡田 高田 岡田’ 一岡田 高田 x 岡田 岡田 x 高田 高田 x x x 'C 岡田 x 高円‘ 
1、鵬 
作’町 
歯作郎 0 0 
摘作 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
金作 
日向睦作 2
、篇
辺猪＋
【西
又
村】 
 
猪重 
捜辺稽十 
播十 
伊十 
伊＋様 
伊農 
伊十さん 
皿動 
 14岩 
「一 
中山諏三郎 
源三郎 
諏三郎さん 
諏 
4
、中山曹 
 
【垂＋ 
蔀 
 
中山曹一郎 
一郎 
曹一郎樺 
曹一郎さん 
惣一郎さん 
惣―郎 
5 
繁太郎 
中村筆太郎 
6 
督太郎 
中山嶋大郎 
7
、  
仙三郎 
中山仙ニ自I 
, 
8
・  
’聞タ 0 0 	 ~ 
．ーー 
」‘ 
Iヌ 
麟 
 中山聞タ ~ 聞タ様 L 
Oの数 2 2 
H i i 
1 o 1 1 0 1 I o 0 1 1 1 0 1 
8月（旧暦〕 
2‘〕日 2lB 22日 23 日~ ~ 24日 25 日 26日 21日 28 日 29 日 峰日 朔月 2日 3日 ‘日 5月 5日 
備考 O体栗◆青芙 ◆青天 ◆脅天 ◆青天 ◆青天 ◆青天 
＊先生の存在 
【去Iよ川 
岡団 岡田 高田‘ x 'C 高田‘ 'C 岡田 岡田 高田 岡田 'C 'C 'C 'C 'C 'C 
1
，一 
雌作郎 
健作 C C C C C C 0 
尊黒 
Jr'"' 
金作 
目向誼作 
一 
2
』  諸辺猪＋
一 
猪重 0 0 C 0 
竣辺猪十 入塾、 
猪＋ 
、ぐ、、． 0 ◆西又 
1の1譜
十、か
へる 
◆西又 
【の】譜十、 
横須賀江
行 
垂木村、中山諏三郎、壬申年＋ 
四【資料「四」に当鱗日付で入 
塾の記母があるが、当日の出席 
●西社 
I411猪十、 
西又証行 ’西社村、同五平、議辺猪＋、壬申
年十七 I済料「四」に当監日付で
入塾の記録があるが、当日の出席
塾生の一覧名とは別の場所に記
されてし、のでOは付さずI 
【西又村】 
 
伊＋ 塾生の一寛名とは別の場所に記 
伊＋様 されtいる 0)でQItf*さず1 
~ ．」~ンー‘ 伊蔵 
伊＋さん 一‘‘ニー ~ー I 
費3 中山譲三郎 
I 入塾一 ' 
．車惰、金百l 一ー~  	 “ ． 就樋 
 ~＝ 
源三郎 よヒ、垂不1可．ー 中山謀三郎 0 諏三郎さん 
諏 
4 
中 
,山
茎曹 
叡  
~‘’ャ 
中山曹―郎 1S 入塾, ~ー ~ 
曹―郎 
"t
r、中山曹ー郎、壬申年十 
曹ー嘩樺 
．一・木一  
そ網MI  
．東箱 I料I四」に当醸日付で入 
11
C
II  
曹ー郎さん 正、垂 ’繰があるが，当日の出岸 
惣ー郎さん 中山． I 覧名とは別の場所に記いるので0r 付さずI 
惣一郎 
5,  
繁太郎 
中村集太郎 
6』 
俊太郎 
中山俊太郎 
7、
仙三郎 
中山仙三郎 
8
聞タ C 
中山聞タ 
聞タ様 
04)数 1 一i 2 2 2 2 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ー ー ― 
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7日 8日 9日 lo日 11日 12 日 12 日 1‘日 15日 10日 I?日 19日 19 日 割〕日 21日 22日 路日 
揃考 ．青天 ◆青天 ◆雨玉 ◆雨天 
日
天 
踏 
 
●青天 青天夕雨＝ 
I 
0休日 0体日 0体日 0体日 
＊先生の存在 
【表］よP)J 
岡田 岡田 岡田 岡田 x 岡田 岡田 x × x 岡田 岡田 岡田 岡田 x 高田 岡田 
範I 睦作郎 誼作 金作 
. 	 -
日向堕作 
一 
2
、  置辺措十
一西又
村 
猪重 
譲辺猪＋ 
接＋ 
●西又【の 
猪＋、横い 
費より来ル 
0 0 
伊＋ 
伊＋様 
伊蔵 
伊＋さん 
些3 中山諏三郎 
誓累 源三郎 墜一 
諌三郎さん 
諏 
4 
中 
山 
ー． 
垂ニ 
中山曹―郎 
曹ー郎 
●垂木I)1 
曹一郎、垂
木江行 
◆垂木村 
［の】曹一
郎、返る 
●垂木【の】 
聞夕、曽― 
郎．垂木証行 
曹一郎様 
不叫 
菖 曹一郎さん 惣―自はん 
惣―郎 
5、  
繁太郎 ’東惰，金＝ 
中村精太郎 疋、垂木村、 
6
、  俊太郎 
中山俊よ郎 
中山俊太郎 S 
7、  
仙三郎 
中山仙三郎 
厘．垂木1
二十一日I 
’吏惰、五匁二分司 
，夕縄、l
柳住＊lI 
8
』  
聞夕 ◆霊木IO )I．夕、一 
軒． 曹―郎、覇木●r 
. 
中山聞タ 一一 
' 
ー  隣夕様 ． 
0の数 0 0 o 0 0 0 1 0 0 0 I 0 0 0 	 0 o 0 
9月（旧暦） 
24日 25日 29日 27 日 2音日 2’日 晦日 1.日 2 日 3 日 ‘日 5日 6 日 2' 日 	 ~ 9 日 	 ~ 9 日 10日 
備考 臭言主 Or駐なし」 ★湖日 0六日欠 (2' 日は岡田体綱否鼎欠 
＊先生の存在 
［表1より】 
岡田 高田 x 岡田 岡田 岡田【．尾I 「先生なL」 x 高田【軍車司 x × × x 岡田 	 岡田~岡田‘暁川 x 
にの間 岡田は綿 「在か】 【この’ ’．岡田は潜在かI 
1
、 
【  
歯作郎 
歯作 0当書 0 
姫N4. TFっ 金作 日向雌作 
2』被
jo 
 
籍重 
譲辺搭十 
椎十 ☆昼より，叫
七宅へ帰る 1 冒華 伊十 ーー~ ' 	  女 
又1 
芭 
伊十樺 I 
伊蔵 ~ 
伊十さん I 旦 4 
難 
 曇一 
中山源三郎 * 款i翻 L 
陳三郎 0当直 宅へ帰る 	 I 戸‘ 
観三郎さん ~ 
蝋 0 ~ 
4
、山 っ山 
中山曹―郎 
七へ，‘ 
★曹ー虹” 
郎、両人［ともr [ 曹一郎 ，★ 
曹一郎様 ' 	 ( 
茎曹
翁‘ 
~’ー 
曹一郎さん 
惣―郎さん 
惣ー郎 
5, 
 
繁太郎 
中村繁太郎 
6、  
俊太郎 
中山俊太郎 
7、  
仙三郎 
中山仙三郎 
”凸 
聞タ 
巾山制タ 
湖ッ様 
0の数 o 1 0 0 o 1 1 o 0 0 0 0 	 0 1 	 ' 0 0 0 
注＊ 史料「三」で「聞タ様」の東精は、中山俊太郎のそれが 8月「＋三日」に収められたことを記された次に記録されているが，日付に関しては「ニ
十―日」とだけあり、月が記されていない。次の東精の記録は「九月二十日」の伊＋ほかであるから，聞タのそれは 8月 21日であると判断した。 
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ll日 l2日 13日 14 日 l5日 16 日 11目 l8日 19日 加日 21日 22日 23日 24日 25 日 加日 21日 
備考 0休日 O体尊之事 0休日 O廿六日欠 
＊先生の存在 
l表1より】 
x 岡田 岡田 岡田I"1 x x x x x 岡田“、I" x x x x I．“幽［．電I ■府田確に奮1 × 
【この間、 国府田が掃在した .可能性、ゼロではない】 トlこの間、… 
尊喜作’“」 
監作鼻 0当昇 0FIj （ブ同人」 Om」J 
唾作 
金作 
目向直作 
2 
, 
譲 
―辺 
猪重 
’授料‘ 金壱― ．月俸米、童
分武朱ト三蛙 麗， 雄辺猪＋ 惰、金’ 
毛伊十さん、 ，誉 ’十車備 k 
.気JUl  
伊＋さん
ニケ月分． 
.A月―
怪料 猪十 
* 'c 
」☆タより伊十、 ☆朝より iニ 
分月俸米代血 ！入 ’西章 
xT 
せ 
伊十 ；学校社来ル 十、機宅へ帰 
'  . 
* 伊＋様 
伊蔵 、ノノー 
伊十さん . 米弐俵、 
費3 中山源三郎 は聖 
俊， 土「 郎】 
 
●  
曹一郎. 
太郎jq 】 
* -; 一』  
一、  
． 叫~”、
喫JlI 
0当直 0当直 0当直 O 当直 
0. 
当【、 直一、 
 
数鰯  
「米ニ入， 
‘隣ス、此 
垂中
杏血 
E晋 
顧三郎 
楓三郎さん 音 諏 
、中山．  
一  
中山．―郎 
1*昼より． 俸米．米 弐農、垂 
d 
曹ー郎 
女、 ！ー 
★曹学 島一
校 ”郎出 
畿し  
J 
	 曹御  
PT臨掻、 
I宅へ帰 J ★タより―郎様、 
測剰］  
~ 
"
4t11 
 
Dl馨一自 S、棟三“ 
郎【の】 三人、月 
入、内七 ‘升五合 
'(／ー  
☆曹ー郎、 
宅へ行 
. 
★曹ー 
郎、夕方 
来 
責’ 署＝ 
が 
，ー郎槻 女’ t分跡汀コ 子シ済 
I 
, ―郎さん 
惣一郎さん ~ ．東惰, 垂 k , 「可1 ●米、米弐催、垂 惣一郎 ~木村I・ の】●一郎、諏三 ~ 
5・一 
業太郎 壱分、中十 整士自l 	 -
「郎1 俊 鷲摺g.AI 中村葉太郎 ~ 青昼上り，俊太郎， S 
6、  
豊太郎 
~
* ．一郎、謙三郎、 
学校“来ル 
O当直 0 昇当直 
！番 
星当直 C当直番 r月俸井 ~合議ス 、此分跡江写シ断 ト． 
中山性太郎 ~ ~ 
7
仙三郎 口一．一 」．東胃 I 、血 I、十三日娩、五匁蓋 
‘~ 	
工！ 
ビI満芋 、二＋一日馳縄軒I., 
分1* 
．ー～ー 1壱分、 中山 中山仙三郎 I仙ニ輿
8
聞タ .5 	 n.' *、十三日‘、茸ま 
獣 
中山聞タ I ~ I十文、聞ダ二十ー日月帰米 
聞タ様 I ~ 
QQ)数 i i 
	 1 1 I 』  ~ 	 1 	 ~ ~ 	 1 1 I 1 1 I 1 1 1 0 0 
10 月（旧暦） 
28 日 29 日 朔日 2 日 3 日 ‘日 5 日 6 目 7 日 8日 9 日 1‘日 II 0 I)日 13 日 l4日 
備考 O六日欠 O＋一日欠 
＊先生の存在 
【表Iよ川 
x 21 〔国府個子． 田府田I帰宅’ x 岡田 x ■田、田府田帰宅 岡田［帰竜1 国府川【．に康1 21  岡田 
・・・国府田が滞在の1 可能性もゼロ, ではない】ー 【岡田はli 伯かI r 'a 日まで「 ョ府田が 帯在の可飽性も… 
1、報
雌作郎 
直作 O当番 O当番 0同人 
血作 0不来 
tl二’"J 日向雌作 
2「寿 一辺評
猪重 
雄辺猪十 
猪十 ★伊藤 学校 
又1 
伊＋ ．手引請 
伊＋懐 A、 せ 伊蔵 ~女諏三郎、倒 I 、* 伊＋さん I讐・竺区」   
邑3 
垂史 
'i岩 
中山課三郎 7/ 
舞三郎 * ☆諏三郎叫 0上 C当直 0聞人 0間人 
誠三郎さん ん、宅ョ’釆’ ー ☆ 
ー＝ 謙 
、 
中 
・ー山
誓曹 
振 
ー’ー 
中山曹一郎 
曹一郎 0当直 0当直 0下 
「☆曹一 郎さん、 曹 郎様 I 	 ., 
曹ー郎さん 血 郎さん、 寸 出 *'II パI御宅へ 行 惣ー郎さん 惣一郎 
5.  
繁太郎 
中村葉太郎 
』 
俊太郎 *'" -J 諏三郎、畿 [lO月5日は00)敵は っ
LI)' 	
1 
っは金作にっいて「不 中 11俊太郎 ~太郎、宅へ戻 
【・、た膚．  
きlIE
ちの判  
”れ幻u  
てど．考 
ある．来なかったので 	
もと  
 
仙三郎 
ると 
あ'I  
し、出席者数としては「 中山仙三郎 
聞タ 
中山聞タ
聞タ様 
Oの数 1 1 o 1 1 1 3→2 0 0 0 【 	 0 0 o 1 1 1 
21 21 21 21 
注＊ 史料「三」で「聞タ」の教授料が「九月十三日晩」に収められたことが分かる。ところが「廿一日教授料」という文字もある．21日は、彼の東惰 
納入を8月 21日と判断した時と同じ日であり、しかも金額が同額であるニとから何らかの意味があるのかも知れないが、現状では何も分からない。 
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静岡理工科大学紀要 
［注 ,明治‘年11月は ,9目まで．12月は 2 日までで、ここまでが旧層‘ 翌日（旧層の 12月 a目に相誓 i）から新’の明恰 6年1月 a 日に者 ，行した‘ 
16 日 17 日 18日 18 日 2D 日 21日 「 22日 23 日 2‘日 25日 2‘日 I中略l 】月 2 月 ICOFI [*FI 1S計1 I●計1 
雷考 0十大日欠 I馴拍‘年】 
＊先生の存在 
【表1より】 
国府田【掛
川へ、タ』掌
校へ1 
II x 11 国府 田 
I掛川へ1 
x ■府田 岡田 岡田I掛
川へ’ 
'C 国府 田 
I掛川司 
岡田‘国府
田「若」は 
”帰宅 
にの網，, I府田”掃‘ 庄した町． 
性もゼロで はをい1 にの■田府田市井 『在した可‘ 樹生らゼ・コで杜ない】 
尊i 
1F~ 
雌作郎 , I I [ , 7 0 0 0 
.3 月分の 
「目向諸作」 
教長料」 
が―部を 
；で含めて収入をr 
横かったという記， 
た佳、末尾ー 
‘がある‘日 3o 0 0 0 謹作 
壱嚇定できt “、ので、 描計の欄に．を1 」 っ量いた． 1 0 0 0 金作 
0 o Si 0 目向直作 
2‘雄12  
猪重 4 0 0 0 
譲辺猪十 01十入墨u o 0 0 
猪＋ 3 0 0 4 
伊＋ 0 2 1 0 
伊十機 ．頃、垂木1 ")I曹 ~ 0 1 0 0 
伊需 
州郎  
俊太郎I が｝喪 
―郎棟＝~ 
~ 
0 l 0 0 
伊＋さん 、 0 0 2 0 
8、中黙師 
中山議三郎 ~ ～、ミ、 01七 0 1 0 
’月俸米 
．敦授料．金豊分、四ケ月分 
金ニ両三分ト壱朱、月俸米 L 
	 ー 、  ‘古 	 入畳〕】 15 1+
21 9 3 U 諏三郎 九斗イt金、但四ケ月分 
. 
諏三郎さん ~ U l U U 
諏 I l 0 o 0 ★昼頃、垂木【の1
郎、俊太郎［が1 
曹一郎、課＝ 
来 0I十入畳1】 0 1 
0 
4，中山曹一郎 
【垂木村】  
中山曹―郎 
曹―郎 .  ii 8 3 3 
,oo誓登. 聾護撫三費と”一二ー一 ーー~ 
曹―郎様 .Jゴ，不、証ニ、”，不r 月俸米六斗七升五合代金、但三ケ月分 
四．ノ、，~ノ、x、 [ o 2 o 0 
曹―郎さん ~ o 1 0 0 , 
☆且頃，垂木Iの】曹一郎 源司 0 1 o 0 惣ー郎さん 
惣―郎 0 1 o o 
S、一
集太郎 L1 笠＞べ 0 1 0 o 中村繁太郎 0 ロ l o 
’敏授料金弐朱I 娘二匁、 一ケ月ト十日分 
．月俸米 金三分 三朱ト三1 元f五女二茸俸米代金，‘
~~ 
L 1 、★ 
. 6 3 3 o 
6  
俊太郎 
ーケ月与＋日分 I 披の月， ‘米にっいでは、日付を示す S 中山豊太郎 部分にT同」の文字 も何もな、 ハが、右隣に記輪のある仙三 
郎他と同時斯と考え 	 ‘いたI ーこニに1 0 0 l 
7, 
仙三郎 
o ~ ~“" ー
： 
【＋上ュ 4 
’巻授料、金壱分、二ケ月分 、下ii 
中山仙三郎 
''JL  
’月俸米、金壱両壱分ニト三百拾三文、 o 0 I I 
8「 
■タ 1俸米四斗五升代金、但弐ケ月分 3 0 2 1 	 ー 
中山聞タ ~ ~ 0 0 1 0 
聞夕様 ~ ~ o 0 1 0 
Oの数 I 0 0 0 0 0 0 0 0 ~ l 	 o 0 
【補足】「Oの数」の合計結果が「．（ゼロ〕」の場合は、史料に当該日の記録がないために、そうなっている場合も含まれるロ例えば to 月 
6 日は備考柵に [0六日欠」と記したが、これは出久記緑である史料「四」(=0印の意味）に、その日の記録が欠けている旨が記されて
いるニとを意味する．そのため、このような日も合計をゼロにしたが、記録がないだけで出席者がいなかったことを確認できている訳で
はないことに注意された“ 次の「表3j も同じ。 
116 	 VoL23,20 15 
表3 用行義塾塾生の出席状況及び日別情報の一覧～普通の塾生の 
明治 5 年 7 月（旧暦〕 
朔日 2 日 d日 4 日 5 日 6 日 1日 8日 9 日 10 日 II日 12 日 13日 14 日 15 日 16 日 12 日 18 日 '9 日 20日 
備考 責休日 ★休日 ☆休目 ☆休月 ★休月 
宰先生の存在 
［署1よりI 
岡出 岡臣 高胆 岡出 岡田 高田 x 岡田 岡田 
一 × 
高田 高田 x x x x 岡田 x 高田‘ 岡田 
締一郎 0 0 0 0 0 0 0 
善吉 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ロ吉 Iロ耶分柳 
｛善〕とありI 
栄三郎 一 0 0 
英三郎 0 0 0 0 C 0 0 0 0 0 0 
新太郎 0 
量吉【9 才1 0 0 0 0 0 
駒吉 0 0 0 
大捕駒吉［押井】 
長ヒ［10 才1 
長蔵（七｝ 
長吉 
紋次 1 [3 才】 
社次郎 
教ニ郎 
敏治郎 
門ニ郎 
門三郎 
菊次 19 才】 
菊次郎 
菊ニ郎 
菊ニ良 
ニ平【9 才1 
仁平 
浜次 (13 才1 
浜欧郎 
垂ニ郎 
浜恰郎 
いっ (8 才】 
ロっ［ロ部分は 
aりとき，り1 
はる［9 才1 
うた [11 才1 
うた［2人目？】 
宇多 
宇平【｛袋“「（フ
ク）も表記かしで 
l人の掛合はニt 
らにCを付Lた】 
大田宇平（袋井） 
ロ平 Iロ部分ば
く辛〕とありI 
I一 
宇平［上記以外】 
卯平 
宇三（平〕 
庄次鼻 114 才1 
庄ニ郎 
庄拍郎 
庄ニ良 
10 
1I 
1 
II 
(10) 
I6 
1? 
18 
89 
Ii 
1 
17 
18 
19 
10 
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8月（旧暦） 
21目 22甘 2’日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 癖日 朔日 2日 3 日 ‘日 5 日 6 目 1日 g 日 ’日 10 日 
榊考 0.騒 ●青天 ●青天 ◆青天 ◆青天 ◆青天 ‘青天 ◆青天 ◆雨天 ◆雨天 
半先生の存在 
【表1より】 
岡田 高．‘ 'C x 高田‘ x 岡田 岡田 高田 岡田 'C x x 'C 'C x 岡田 岡田 岡田 岡田 
締―郎 
善吉 0 
ロ吉 Iロ部分， 
（善〕とありI 
栄三郎 
英三郎 0 
新太郎 
垂吉 19 才1 09才 0 0 0 0 C 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
騎吉 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ’東帯、金五拾疋、袋井大橋駒吉、 
大橘嗣吉【技井1 ‘． 
長七【10 才】 010才 0 0 '0 0 0 C C 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
長蔵（七］ 
長吉 
較次 I i'才1 013才 
績翫郎 0 0 0 0 C 0 0 
紋ニ郎 0 0 0 0 C 0 
紋1台郎 
門二郎 0 C 
門三郎 0 
菊孜［9 才1 09才 0 
幕汰郎 0 C 0 0 0 C 0 0 0 0 
菊二郎 0 0 0 0 
菊二良 
ニ平 19 才】 09 才 0 C C 0 0 0 0 
仁平 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
浜次 113 才I 0L3才 
浜次郎 0 0 0 C C 0 0 C 
浜ニ郎 0 0 0 0 0 0 0 0 
鱗治郎 
いっ 18 才】 O8 才 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 C 0 
ロっ lロ部分は 
（い〕とあ 91 
はる‘9 才I 09才 0 0 一 0 0 '0 C 0 0 0 一 0 0 0 0 0 0 0 
うた [ii才1 0111' C 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
うた［2人目？】 
宇多 0 
字平 I（費）o『（フ
ク〕も．害記なしで 
l人の協合はニち
らにOを付した】 
一  
ド東精、金五＋疋、捜井大田宇平~ 
0
柵 
 
C  0  C  0  0  
~～ー．，了、 
大田宇平｛鞠井） 
~ ． 
ロ平｛ロ部分は 
（宇）とあ 91 
宇平I上記以外】 0 0 
卯平 
宇三（平〕 
庄次郎 114 才1 014 才 0 0 0 0 0 0 0 0 0 C 
庄二郎 0 0 0 0 0 
庄語郎 
庄二良 
荘ニ郎 
its VoL23,20 15 
lID 12日 13 日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 2a日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 
~玉― 
。・ 休雨 天 ◆脅天 ●青天タ
用＝ロ 
O体日 0休日 0休日 0体日 0二＋六日欠 
＊先生の存在 
I査1よ9] 
I x 岡田 岡田 x x x 岡田 岡田 岡田 岡田 x 高田 跡団 岡田 高田 × 岡田 岡田 岡田，幡て， 
【このI 田、岡田I ま掃在か1 
諦一郎 
善古 
ロ吉【ロ師分り 
〔善〕とあ91 
栄三郎 
英三郎 0 
新士郎 
量吉［9 才1 C 0' 0 0 0玉 0 0 0 C 0 0 一 '0 C 
駒吉 0 0 0 0 0 0 0 0 C 0 0 0 C 
大摘駒吉I袋井】 
長七 110 才l 0 0 0 0 0 0 0 0 C 0 0 0 0 
長蔵｛七） 
長吉 
敏次 (13 才】 
紋次郎 0 0 0 0天 0 0 
紋二郎 0 0 0 
敵治郎 0 
門二郎 
門三郎 
菊k 19 才】 
菊次郎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0天 
菊二郎 0 
菊二良 
二平【9 才】 
仁平 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
番次 I ia 才】 
義次郎 0 0 0 0 0 0 0 
吾二郎 0 0 0 
垂治郎 0 
いっ 18 才】 0 0 0 0 0 0 0 C 0 0 C 0 0 
ロっ‘ロ部分は 
〔い）とあ91 
はる [9才I 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
うた [11才1 0 0 0 0 '0 0 0 一 一 0 '0 0 C C 
うた [2人目？】 0 
宇多 0 
。ー 0天 
宇平 I（袋）oI（フ
ク）も。表紀なして 
l人の．合はこち
らに0を付した1 
0  0  0  0  0  C  0  0  0  C  0  
大田字平（装井〕 
ロ平 Iロ部分り 
（宇〕とありI 
辛平I上記以外】 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
卯平 
宇三（平〕 
庄次郎 114 才】 0 0 0 0 0 0 
庄ニ郎 0 ID 0 0 
庄拍郎 0 
庄二良 
荘二鼻 
瀬平 111才】 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ロ平 I口部分は 
（瀬〕とあ91 
11 
I6 
I7 
】8 
10 
1 
1 
1 
(15) 
19 
20 
16 
17 
I8 
19 
10 
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9月（旧暦） 
晦日 1日 2目 B日 4目 5日 8β 7日 	 18日 	 」 	 9日 10日 11日 12日 I9日 I4日 15日 1B日 I7日 I8日 
- 
歯考 OI生生なし」 ★朔日 O 六月欠 
I7 日は岡田体鵬不良1 
O九日欠 0休日 
O 体憩
之事 
＊先生の存在 
I妾iよ川 
「先生ない x 高田［“一 x x x x 岡田 	 岡団 	 x x x 岡田 岡田 岡田I"] x 1< x x 
｛ニの， 、岡田t 土婦在か】 
諦一郎 
善吉 
ロ吉［ロ部分H 
（善）とあり1 
栄三郎 
英三郎 
0 7/ r 
→敵授料、金百疋，武ケ月~ 
讐ソ摘駒吉~ 
~ 0 
新太郎 「 
畳古 19 才】 
0 
0 
0 
0人 
0天 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 0 0 0 
0 駒古 oj 
.I 大構駒吉［袋井】 
長七 110 才】 0 0 0 0 0 0 0 0 C 0 0 0 0 
長蔵（七） 
長吉 
蚊次［l3 才】 
紋欧郎 0 0 0 0 0 0 
敏ニ郎 0 0 0 0 0 0 
敏治郎 
門ニ郎 
門三郎 
菊次【9 才】 
菊次郎 0 0 0 0 0 0 0 0 
菊二郎 0 0 0 
菊二良 
二平［9 才1 0 
仁平 0 0 0 0地 0 0 0 0 0 0 0 0 
浜次 111才I 
垂丘郎 0 0 0 0 0 C 0 
浜二郎 0 0 0 0 0 C 
呑語郎 0天 
いっ【8 才】 0 0 0 0 0 0 C 
ロっ［ロ部分d 
{‘りとあ川 
はる［9 才1 0 C 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
うた 111才l 0 C 0 0 0 0 0 0 0 0地 0 C 0 0 
うた【2人目？】 
宇多 
宇平【｛袋〕or 
ク〕も．表紀なしで 
l人の場合はこち
らにCを付した】 
0 0  0  0地 0  0  0  0袋 0  0  0  
大田宇平｛袋井〕 地」はこち」E1 ，可能些’サリ 
~ーー― 
S~1 べ●， “授料、金五拾足．壱 Iケ月 分、掛井大田宇平 ロ 一 CII ロ平 Iロ部分柳 
（宇）とありI 「 
宇平I上記以外】 0 0 0 0ー ー 0 CA, 0 0 C人 0 0 
卯平 Cフ Cフ 
宇三｛平〕 
庄欧郎 114 才】 0 0 0 0 0 0 0天 0 0 0 
庄ニ郎 0 
庄拍郎 
庄ニ良 
荘ニ郎 0 0 
瀬平【11才I C 0 0 0 0 0 C 0 0 C玉 0 0 0 0 
ロ平 Iロ部分I」 
（漸〕とあ01 
1 
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8日 9日 10日 11日 12日 I3日 I4日 I5日 1月日 17日 】8日 19日 20日 21日 22日~ 23日 24日 25日 26日 270' 
憐考 
、 
0十―
日欠 
01 :の百olti当
書Iとだけあり、名杜
聖日」 
＊先生の存在 
1表1よりl 
× 叫田、国府田帰宅 
岡田I柳
宅」 
欄府田ほ
に車】 x x 
岡田 岡田，（国 
．田子昇〕 
国府田I帰宅
しタ方再来】 x x x 鶴 国府田 x x x 〔国府田-f 尋帰宅】 x x 
［岡田り tl泊か】 IJB日まで国府田』 叫Em 「柳性も1 14Hは買I 自泊‘4 	 [16 日工』盛、‘ 鵬田が， ‘在の可腔 牲も1 にの間晦日ま で■府田 が棒在L ,た可能性 もゼロで 仕ないl 
辞―郎 
菩吉 0 0 
ロ吉 Iロ部分り 
（善〕とあり】 
栄三郎 」・ 
英三郎 - 
刻九 敏
1 
授調 
 
新太郎 - 
‘  ' 
  
- 
量吉［9 才】 C 0天 0 - ..-
！駒吉 C 0 0 - 匡」 ~ 0 0 0 0 0 0 0 0 
大摘駒吉［袋井】 - - - - 
長七［III 才】 0 0 0 - ~ .~ 0 0 
長艦（七） - . - - 
長吉 - - - - 
故次 113 才】 - - - ~ 
紋次郎 - - - - 
紋二郎 0 0 - - - - 
粒治郎 
門ニ郎 
門三郎 
菊次【9 才I 
菊次郎 
菊ニ尊 0地 0 0 0 0 C 0 0 
補ニ良 0 
二平【9 才l 
仁平 0 0 0 0 0 0 0 C 0 0 0 0 C 0 0 
眠状 113 才1 
垂状郎 
浜二郎 0 0 
義推郎 
いっ【8 才1 0 0' 0 0 0 0 0 0 0 0 0地 0 C 0 0 0 0 
ロ・っ【ロ部分目 
（しりとあり】 
はる【9 才】 C 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
うた［ll才1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 C 
うた［2人目Pj 
宇多 
宇平「（袋】o『（フ
ク｝も．表記なLt 
~人の場合はこち
ら:04十Lた】 
0  0  0  C  0  0  0  0  0  
大田宇平（袋井〕 
口平 Iロ部分13 
（宇〕とあSI ~敏授料、金刊 ~ 
宇平【上記gI外】 プ墨九ゼ旦コ 「 ’ー zー  
卯平 0 ．~ 
宇三（平〕 0 () 
庄欧郎 [ii才I 0 
庄ニ郎 0 0 0 
庄泊郎 
庄二良 0 
荘二郎 
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I注」明泊‘年】1月は 29 目まで、12 月は 2 日までで、ニニまて功引日暦． 翌日（旧暦の 12 月 8 日に相当｝から新暦の明治 6 年1月 1日に啓行した．】 
I7日 I8月 19日 20日 2I日 22日 23日 24日 25日 	 25日 I中略1 治6年1月2日 I中略】 1月15日 【中膳】「3 月分」 I中略】 ,月 14 目 
．考 ☆択井不残来・ ~ HI費井からの整生吐費らず 
I来た、という意喋であろう1 x ●先生の存在 
I安1よりl 
× x x ■府田 
I掛川へI 
× 国府田 "  岡田 
‘掛川一I 
× 国府田 
‘掛川へI 
rm、円肝田「若」 
―日帰竜 
L 国府田‘ ド滞在した ‘慧 ともゼロで‘ ュな‘、】 にの樹、“府田‘書在Lない】 た 1 龍性もゼ・7では 
舗一郎 
『善吉 0 
口吉【口部分U 
｛善）とあり】 0（曹〕 
．載栂料、金弐朱、三月分 
月分」とあるだけで日にちがな、1 
史料「三」では「三 
●教提料，金弐朱、三月分
分J1Lで駒吉の分が何勘・2 回記されて1 
同上．なお、「三月 
,る．I 栄三郎 
英三郎 、 
新太郎 \ ~ 、 1 量吉［9 才1 
i 駒吉 0 0 0 0 0 0 	  ．教授料、金二 . ‘． 
朱、＋一月分 大接駒吉I袋井】 
長七 IIn 才】 0 0 
長蔵｛七） 
長古 
敏次 113 才】 
杜次角l 
紋二郎 
載治郎 
門二郎 
門三郎 
菊昨［9 才1 
菊次郎 0 0 0 C 0 0 0 
菊ニ郎 
菊二良 
二平 (9 才1 
仁平 0 0 0 0 C 0 
浜次 113 才l 
浜次郎 
浜ニ郎 
派治郎 
い ) Cl 才1 C 0 0 0 0 C地 
ロっ Iロ部分ば 
(‘りとあり】 
r 
O〔い’ 
はる【9 才I 0 0 0 0 0人 
うた ('I才1 0 0 0 C 0 0 0天 ．軟接， 斗、金一分、ー、二 	 史料「三」 .ト二ケ月分 I 
うた 12入目？1 では「三 月分」とあるだけで ‘日にちがな‘、1 
宇多 
．皿“， 斗．金弐朱【同上 1 
宇平 	 ［（袋）0I 
（フク〕も．表紀な
しで l人の場合
はニちらにCを付
した】 
.. 
ノ
・． 
 
、 
.  
’提料、母弐朱．十月分、 :l 曳授料、金ニ朱、十ー月分 
大田辛平（典井〕 
ロ平【ロ部分は 
（字）とあ川 0（宇） 
宇平【上配以外】 
卯平 
宇三｛平） 
庄次郎 114 才1 
庄二郎 
庄治郎 
庄ニ良 
荘二郎 
奉平［u才】 C C 0 0 C天 
ロ平 Iロ郎分り 
Jj)とありI 0 (1 〕 
二i4 0 0 0 0 0 0 
09)敵 9 8 8 8 0 1 1 8 
1 
I 
1 
】 
(15) 
124 
	
VoL23,20 15 
1 
17 
1 
1 
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［史料「四」末尾 に記さ
れた名前と産I 書I 
{OU)数
合計】 
［★の数 
合計】 
【’の数 
合計1 
t.の義 
合計1 
備考 
~ 一一一 ＊先生の存在 
1表Iよ川 
ーーーー一 ーー~ ーーーー一 ーーーー ーーーーーー 
ーー一ーーーー 一一一 一一ーーーー ー 一一ーー ー ーーーー 一ーーーー一 一ー一ーー 
o 諦一郎 1 
！善吉 l7 o 0 0 
口吉 Iロ部分d 
（善〕とあ川 l o 0 0 
‘栄三郎 3 0 o 0 
英三郎 l4 0 0 0 
l 斬太郎 1 0 0 0 
ト量吉【●才1 骨古 6g 6 0 0 
i 駒吉 駒吉 84 86 0 5 0 
大摘駒吉［袋井1 0 0 2 0 
r 長七［押才】 長 L 7o 69 0 0 0 
長報（七） 1 o 0 0 
長吉 I o 0 0 
紋賓 113 才1 
' 
1、 
計 
ト 
0 0 0 
‘教次郎 敏次郎 54 
引  0 0 0 
故二郎 
H  0 0 0 
紋治郎 53 o 0 0 
門ニ郎 ~ 0 ・ 0 
門三郎 l ノ 0 0 0 
菊次【9 才】 
2 ) 引  引 
 lJ 
ト 計即 
 
0 0 o 
●菊次郎 菊次郎 8, o 0 o 
菊ニ郎 o 0 0 
菊二良 0 0 0 
ニ平【9 才1 I0 	 1 
計88  
0 0 U 
●仁平 仁平 86 18J 
一  
0 0 U 
浜状 [13 才1 1 、 o 0 U 
栃状郎 栃次郎 57 3。 	 ［ 0 0 0 
隣ニ郎 24  
1+
57  
ト  
U 0 0 
浜治郎 2J 0 U り 
いっ【8 才】 いっ・女席 " 84 0 0 0 
ロっ ［口部分目 
（い）とあり】 1 0 U 0 
はる 19 才］ はる‘女庸 79 79 0 0 0 
うた III才】 うた・女席 97 95 0 o 0 
うた 12入目？1 l 0 o 0 
宇多 2 0 0 o 
宇平 	 ［（袋〕o「（フ 
ク）も．壷配なしで」 
入の揚合はニちらに 
oを●寸した】 
宇平・袋井 52 50 U 4 o 
大団宇平（袋井〕 0 り 2 0 
ロ平【ロ部分は 
（宇〕とあり】 l 0 0 o 
字平［上配以外1 字平・木村 加 誌 0 0 0 
卯平 1、― 3 o 1 U ir r止，t ，乃‘ 
宇三（平） ［迦鼻喜‘ 1 0 0 o 
庄執郎 114 才1 庄敏郎 56 討、 
.  
町  
0 0 0 
庄二郎 
10  
0 
* 0 
庄治郎 1 	 , 0 o 0 
庄ニ良 0 0 0 
荘ニ郎 2J 0 0 0 
巌平 lii才】 漸平 91 9‘っ lJ 07 
0 り 0 
ロ平［ロ部分目 
（噸〕とありl 0 0 0 
小平 小平 74 74 
一ーーー一一 
ー七ーー一 
o 0 
~一一ー ー 一一 
0 
ーー~ 0の数 ーー一ー ．ーノ 
1 
1 
1 
1 
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以上 
